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はじめに

ここでは、『CiscoMDS9000 Series ConfigurationGuideを使用している対象読者、構成、および
表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。次のセ

クションを含んでいます：

•対象読者（viiページ）
•表記法（viiページ）
•マニュアルに関するフィードバック（ixページ）
•関連資料（ixページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（ixページ）

対象読者
このマニュアルは、CiscoMDS9000シリーズスイッチの設置、構成、および維持に携わるネッ
トワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲ん

で示しています。

[x]

いずれか1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや
引数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック

体が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーン

フォントで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で
囲んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、mds-docfeedback@cisco.comよりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いい
たします。

関連資料
Cisco MDS 9000シリーズスイッチ全体のマニュアルセットは、次の URLにあります:

https://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/series.html

ドキュメントロードマップ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/storage/san_switches/mds9000/roadmaps/rel90.html

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によって求めるビジネス成果を得るには、CiscoServices [英語]にアクセスして
ください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。
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シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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C H A P T E R 1
新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）
•変更点（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
下の表に、このマニュアルにおける新機能および変更された機能のサマリー、および各機能が

サポートされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、この文書で説明

されるすべての機能がサポートされているとは限りません。最新の警告事項および機能情報に

ついては、https://tools.cisco.com/bugsearch/のバグ検索ツールおよびご使用のソフトウェアリ
リースのリリースノートを参照してください。

表 1 :新機能と更新情報

変更が行われたリ

リース

説明機能

7.3(0)D1(1)Cisco MDS 9700は、24ポート 40 Gbps FCoE
モジュール（DS-X9824-960K9）をサポートし
ます。

24ポート40FCoEモジュー
ル（DS-X9824-960K9）

6.2(7)FCoEは、48ポート 10ギガビット Fibre
Channel over Ethernet（DS-X9848-480K9）モ
ジュールを取り付けた、CiscoMDS 9710でサ
ポートされます。

FCoEは CiscoMDS 9710で
サポートされます。

5.2(1)T11準拠の FIPをサポートします。FIP

5.2(1)この機能が導入されました。FCoE

変更点
このマニュアルには、Cisco MDS NX-OSリリース 8.1(1)の新機能は含まれていません。
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第 2 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

•ライセンス要件（3ページ）
• Fibre Channel Over Ethernetについての情報, on page 3
•ファイバチャネルフォワーダ（4ページ）
•ファイバチャネルブリッジ（4ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法について
は、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

Fibre Channel Over Ethernetについての情報
Fibre Channel over Ethernet（FCoE）は、物理イーサネットリンク上のファイバチャネルトラ
フィックをカプセル化できるようにします。FCoEおよびFIPフレームは、FCoEトラフィック
と標準イーサネットトラフィックを同じリンクで伝送できるように、一意の EtherTypeを使用
します。

従来型のイーサネットはベストエフォートプロトコルで、輻輳したネットワークではパケット

を廃棄します。再送信やその他の信頼性メカニズムを提供については、より高いレベルのプロ

トコルに依存します。

ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層が必要です。データスト

レージプロトコルとして、1つのデータパケットでも失うことは許容されません。ネイティブ
ファイバチャネルは、バッファツーバッファクレジットシステムを使用して、トランスポー

ト層でロスレスサービスを実装しています。

Cisco NX-OSスイッチのイーサネットリンクは、FCoEトラフィックのロスレス転送を保証す
るために、リンクレベルのフロー制御とプライオリティフロー制御の2つのメカニズムを提供
します。

Cisco MDS 9000シリーズ FCoE構成ガイド、リリース 9.x
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IEEE 802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側から、遠くのエンドに
対して、少しの間データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。一時停止機

能は、リンク上のすべてのトラフィックに適用されます。

Cisco NX-OSプラットフォームでのプライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネット
リンク上の特定のトラフィッククラスに一時停止機能を適用します。たとえば、PFCは、IEEE
802.1pトラフィッククラスを使用して、FCoEトラフィックにロスレスサービスを、標準イー
サネットトラフィックにベストエフォートサービスを提供できます。

ファイバチャネルフォワーダ
ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層、つまり、単一のデータパ

ケットを失わないデータストレージプロトコルが必要です。FCoEフォワーダ（FCF）は、コ
ンバージドネットワークアダプタ（CNA）などの FCoEエンドデバイスと通信します。FCF
は、イーサネットパケットにカプセル化されたファイバチャネルフレームを受け入れ、その

パケットを VLANを使用し、イーサネットネットワークを介してリモート FCoEエンドデバ
イスに転送します。FCFには、FCoEネットワーク内で一意の FC-MACアドレスがあります。
FCFは、CNAにFCアドレス IDを割り当てることもできます。FCFは、ファブリックのFC-Map
値とファブリックログイン中に割り当てられたファイバチャネル ID（FC ID）で構成される
CNAに、ファブリック提供のMACアドレス（FPMA）を割り当てることができます。

ファイバチャネルブリッジ
ファイバチャネルブリッジは、FCoEネットワークをファイバチャネルネットワークに接続し
ます。ファイバチャネルブリッジは、FCoEフレームのカプセル化を解除し、ファイバチャネ
ルフレームをファイバチャネルネットワークに送信します。また、ファイバチャネルブリッ

ジは、ファイバチャネルネットワークからの FCフレームをカプセル化し、FCoEネットワー
クに転送します。

Cisco MDS 9700スイッチ、Cisco MDS 9500スイッチ、およびMDS 9250iスイッチは、ファイ
バチャネルブリッジ機能をサポートします。

Cisco MDS 9000シリーズ FCoE構成ガイド、リリース 9.x
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第 3 章

FCoEを構成するためのスイッチの準備

• FCoEに関する情報, on page 5
• FCoEのデフォルト設定（10ページ）
•注意事項と制約事項（10ページ）
• FCoEの有効化と無効化（12ページ）
• FC-Mapの設定 , on page 13
•ファブリックプライオリティの設定, on page 14
•アドバタイズメント間隔の設定, on page 15
• FCoEリンクの LANトラフィックの無効化（15ページ）
• FCoEのその他の関連資料（17ページ）

FCoEに関する情報
FCoEは、物理イーサネット接続を介してファイバチャネルトラフィックを転送する方法を提
供します。FCoEは、基盤となるイーサネットが全二重であり、ファイバチャネルトラフィッ
クにロスレス動作を提供する必要があります。

イーサネット上のロスレス動作は、輻輳条件が発生した際にパケット損失を防ぐ PFCメカニ
ズムによって実現されます。

Note

Cisco NX-OSソフトウェアは、すべての 10ギガビットおよび 40ギガビットイーサネットイ
ンターフェイスで T11準拠の FCoEをサポートします。

FCoEおよび FIP

FCoE開始プロトコル

FCoE開始プロトコル（FIP）を使用すると、スイッチはイーサネット LANに接続されている
FCoE対応エンティティを検出して初期化できます。Cisco NX-OSスイッチは、T11準拠の第
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2世代 CNA用の Converged Enhanced Ethernet Data Center Bridging Exchange（CEE-DCBX）プロ
トコルをサポートします。

次のスイッチは、第 1世代 CNAでの Pre-FIPをサポートしていません。

• Cisco MDS 9700

• Cisco MDS 9500

• Cisco MDS 9250i

FIP仮想リンクのインスタンス化

FIPは、デバイスの検出、初期化、およびリンクのメンテナンスを実行するために使用されま
す。FIPは次の作業を行います：

• FIP VLANの検出：他のすべての FIPプロトコル、および確立された仮想リンク上のファ
イバチャネルペイロードの FCoEカプセル化によって使用される、FCoE VLANを検出し
ます。FIP VLAN検出は、イニシエータまたはターゲットがイーサネットトラフィックを
交換するために使用する、ネイティブVLAN上で行われます。FIP VLAN検出プロトコル
は、ネイティブVLANで実行される唯一の FIPプロトコルです。他のすべての FIPプロト
コルは、検出された FCoE VLANで実行されます。

• FIP FCF検出：FCoEデバイスがファブリックに接続されると、検出要請メッセージが送
信されます。ファイバチャネルフォワーダ（FCF）またはスイッチは、要請アドバタイ
ズメントでメッセージに応答します。このアドバタイズメントは、後続のログインで使用

される FCF MACアドレスを提供します。

• FCoE仮想リンクのインスタンス化：FIPは、対応する応答フレームとともに、ファブリッ
クログイン（FLOGI）、ファブリック検出（FDISC）、ログアウト（LOGO）、および交
換リンクパラメータ（ELP）フレームのカプセル化を定義します。FCoEデバイスは、こ
れらのメッセージを使用してファブリックログインを実行します。

• FCoE仮想リンクメンテナンス：FIPは、スイッチと CNAの間でメンテナンスメッセー
ジを定期的に送信し、接続がまだ有効であるか確認します。

FCoEフレームフォーマット

FCoEは、スイッチがファイバチャネルフレームを専用イーサネットタイプ 0x8906のイーサ
ネットパケットにカプセル化するときに実装されます。パケットには 4ビットのバージョン
フィールドがあります。フレーム内の他のヘッダーフィールド（送信元と宛先のMACアドレ
ス、VLANタグ、およびフレームマーカー）は、すべて標準のイーサネットフィールドです。
予約済みビットでは、FCoEフレームを IEEE 802.3最小パケット長の 64バイトにパディングし
ます。

ファイバチャネルフレームは、36バイトのヘッダーと最大 2112バイトのデータで構成され、
合計最大サイズは 2148バイトです。カプセル化されたファイバチャネルフレームには、すべ
ての標準ヘッダーが含まれているため、それ以上の変更を加えずにストレージネットワークに

渡すことができます。FCoEフレームの最大ファイバチャネルフレームに対応するために、
class-fcoeはデフォルトの最大伝送ユニット（MTU）2240バイトで定義されます。
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FCoEフレームの VLANタギング

スイッチからアダプタに送信されるイーサネットフレームには、IEEE 802.1Qタグが含まれま
す。このタグには、プライオリティフロー制御（PFC）で使用されるサービスクラス（CoS）
値のフィールドが含まれます。IEEE 802.1Qタグには、VLANフィールドも含まれます。

スイッチは、FIP T11準拠の CNAからのフレームが FCoE VLANの VLANタグでタグ付けさ
れることを想定しています。正しくタグ付けされていないフレームは廃棄されます。

VLAN 1またはネイティブ VLANを FCoE VSANにマッピングすることはできません。Note

FIPイーサネットフレームのフォーマット

FIPは、専用の EtherTypeである 0x8914を持つイーサネットパケットにカプセル化されます。
パケットには 4ビットのバージョンフィールドがあります。FIPパケットには、送信元および
宛先MACアドレスとともに、FIP操作コードと FIP操作サブコードも含まれています。次の
表に、FIP操作コードとサブコードを示します。

表 2 : FIP操作コード

FIPの動作FIPサブコードFIP操作コード

検出の要請0x010x0001

検出のアドバタイズメント0x02

仮想リンクのインスタンス化

要求

0x010x0002

仮想リンクのインスタンス化

応答

0x02

FIPキープアライブ0x010x0003

FIP仮想リンクのクリア0x02

FIP VLAN要求0x010x0004

FIP VLAN通知0x02

DCBX

データセンターブリッジング交換プロトコル

データセンターブリッジング交換（DCBX）プロトコルは、リンク層検出プロトコル（LLDP）
を拡張したものです。DCBXエンドポイント間では、要求メッセージと確認応答メッセージが
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交換されます。柔軟性を高めるために、パラメータは type-length-value（TLV）フォーマットで
コード化されます。CiscoNX-OSスイッチは、T11準拠のすべての第 2世代CNAで、コンバー
ジドエンハンストイーサネットデータセンターブリッジング交換（CEE-DCBX）をサポート
します。

DCBXは、スイッチと CNA間の物理イーサネットリンク上で動作します。デフォルトでは、
DCBXはイーサネットインターフェイスで有効になっています。イーサネットインターフェ
イスが起動すると、スイッチは自動的に CNAとの通信を開始します。

スイッチと CNA間の FCoEの正常動作中に、DCBXはリンクエラーを検出します。

DCBXは、スイッチとCNA間で機能をネゴシエートし、CNAに構成値を送信するためにも使
用されます。

スイッチに接続されている CNAは、スイッチから送信された構成値を受け入れるようにプロ
グラムされているため、スイッチはアタッチされているすべての CNAに構成値を配布できま
す。これにより、構成エラーの可能性が減少し、CNAの管理が簡素化されます。

ロスレスイーサネット

標準のイーサネットはベストエフォート型のメディアです。これはどのような形式のフロー制

御も行われないことを意味します。輻輳や衝突が発生した場合、イーサネットはパケットを廃

棄します。失われたデータの検出および廃棄されたパケットの再送信は、上位プロトコルによ

り行われます。

ファイバチャネルを適切にサポートするために、イーサネットではプライオリティフロー制御

（PFC）メカニズムが拡張されてきました。

論理リンクのアップ/ダウン

ネイティブファイバチャネルリンクの一部の構成アクション（VSANの変更など）では、イ
ンターフェイスステータスをリセットする必要があります。インターフェイスステータスを

リセットすると、スイッチはインターフェイスを無効にした後、ただちにインターフェイスを

再度有効にします。

注意：

イーサネットリンクがFCoEサービスを提供している場合は、物理リンクをリセットしないで
ください。リセットすると、リンク上のすべてのトラフィックが中断されます。

論理リンクのアップ/ダウン機能により、スイッチは個々の仮想リンクをリセットできます。
論理リンクのダウンは、FIP Clear Virtual Linkメッセージで通知されます。

注意：

CNAが論理リンクレベルのアップ/ダウン機能をサポートしていない場合、CNAは物理リンク
をリセットします。つまり、イーサネットインターフェイス上のすべてのトラフィックが中断

されます。
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統合型ネットワークアダプタ（CNA）

Cisco NX-OSスイッチは、次の CNAタイプをサポートします：

•ハードウェアアダプタ

•サーバーの既存のファイバチャネルホストバスアダプタ（HBA）ドライバおよび
イーサネットネットワークインターフェイスカード（NIC）ドライバで動作します。

•ネットワークのサーバーオペレーティングシステムビューは変更されません。CNA
は、SANインターフェイスと LANインターフェイスをオペレーティングシステムに
提供します。

• FCoEソフトウェアスタック

•既存の 10ギガビットイーサネットアダプタで動作します。

次の Cisco NX-OSシリーズおよびプラットフォームは、FIPを使用して使用可能な機能に関す
る情報を交換し、構成可能な値をスイッチとネゴシエートする第 2世代 CNAをサポートしま
す。

• Cisco MDS 9700

• Cisco MDS 9500

• Cisco MDS 9250i

構成エラーを減らし、管理を簡素化するために、スイッチは接続されているすべてのアダプタ

に構成データを配信します。

STP Lite
FCoEにはブリッジング機能がないため、FCoEには完全なスパニングツリープロトコル（STP）
は必要ありません。つまり、ネットワーク内に STPループが作成されません。FCoEインター
フェイス上の STP Liteは、提案 BPDUを受信するたびに合意ブリッジプロトコルデータユ
ニット（BPDU）を送信することで、ネットワーク全体での迅速なコンバージェンスを保証し
ます。FCoEリンクは、Multiple Spanning Tree（MST）または Per VLANRapid Spanning Tree Plus
（PVRST+）提案 BPDUのいずれかに応答して、同一の合意 BPDUを送信します。さらに、
STP Liteは、FCoE VLANのMACアドレスフラッシュ機能を抑制します。

STP Liteは、最初の FCoE VLANが起動するとすぐに、FCoE VLANのデバイス全体でデフォ
ルトで自動的に有効になります。同時に、システムはすべての FCoEリンクを STPタイプの通
常ポートとして自動的に変換します。この機能は、FCoE VLANでのみ実行されます。
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FCoEのデフォルト設定
次の表に、FCoEパラメータのデフォルト設定を示します。

表 3 :デフォルトの FCoEパラメータ設定

デフォルトパラメータ

未インストール、無効FCoE機能

0E.FC.00FCマップ

128ファブリックの優先順位

8秒アドバタイズインターバル

注意事項と制約事項

FCoE
•デフォルト VLANで FCoEを有効にすることはできません。

• Cisco MDSスイッチでは FCoEはすでに有効になっています。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべての Cisco FCoEスイッチで同じである必要があ
ります。

• CiscoMDS 9700シリーズ、MDS 9500シリーズ、および 9250iスイッチは LANトラフィッ
クをサポートせず、FCoEフレームのみを受け入れて処理します。

• CiscoMDS 9500シリーズでは、FCoEを設定するために Supervisor-2Aモジュールを取り付
ける必要があります。

• FCリダイレクトサービスを使用するファブリックに FCoEモジュールを取り付けること
はできますが、FCリダイレクトサービスアプリケーションモジュールが有効になってい
るのと同じスイッチには FCoEモジュールを取り付けないでください。

• SMEは、FCoE接続デバイスをサポートしません。これにはMDS FCoEラインカード
（DX-X9708-K9）を介して接続されたデバイスが含まれます。

• Cisco MDS NX-OSリリース 5.2(x)では、DMM、SME、または IOAを実行しているスイッ
チに FCoEモジュールを取り付けることはできません。

• Cisco MDS 9250iは、最大 32の VSANをサポートします。

• MDS 9250iは FCoEスイッチドポートアナライザ（SPAN）をサポートしていません。
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• MDS9250iは、汎用オンライン診断（GOLD）やオンライン正常性管理システム（OHMS）
などの FCoEポート診断をサポートしていません。

• CiscoMDS 9500スイッチは、8ポート 10 Gbps FCoEモジュール（DS-X9708-K9）のみをサ
ポートします。Cisco MDS 9700スイッチは、次のモジュールをサポートします。

• 48ポート 10 Gbps FCoEモジュール（DS-X9848-480K9）

• 24ポート 40 FCoEモジュール（DS-X9824-960K9）

• Cisco MDS 9000は、FCoEモジュールでの 10ギガビットまたは 40ギガビット FEX接続を
サポートしていません。

• 24のポートでMDS 40-Gラインカードの最大スループットを得るには、少なくとも 5つ
のファブリックモジュール（FAB）を使用することを推奨します。4つのファブリックモ
ジュールがある場合、そのうちの3つを使用すると、ポートのオーバーサブスクリプショ
ンが発生する可能性があります。

•マルチホップ FCoEを構成すると、1両方の側で同じ no-dropクラスを使用していることを
確認してください。異なる no-dropクラスを使用すると、プライオリティフロー制御は機
能しません。show interface priority-flow-controlコマンドを使用して、プライオリティフ
ロー制御動作を確認します。

マルチホップ FCoEディスタンス構成

マルチホップFCoEで、デバイスがポーズを送信するときには、ポーズフレームを生成するイ
ンターフェイスに、リンク距離の2倍をバッファできる大きさのバッファスペースを備えた入
力キューが必要です。これは、ポーズが生成されると、回線ヤが輻輳する可能性があるためで

す。生成されたポーズフレームを隣接デバイスが受信または処理する時点までに、回線が再び

輻輳する場合があります。したがって、ポーズを生成するデバイスは、リンク距離の 2倍を
バッファできる必要があります。

48ポート 10 Gbps FCoEモジュール（DS-X9848-480K9）ラインカードは、最大 80 kmの長距離
ロスレス転送をサポートします。Cisco NX-OSリリース 6.2(9)以降では、入力キューイング
バッファの構成を変更できます。

24ポート 40 Gbps FCoEモジュール（DS-X9824-960K9）ラインカードは、最大 40 kmの長距離
ロスレス転送をサポートします。Cisco NX-OSリリース 7.3(x)以降では、入力キューイング
バッファの構成を変更できます。

1 マルチホップFCoEスイッチは、適切なファイバチャネルトラフィックエンジニアリング、ドメイン作成、および転送に対し、引き続き登録
を行います。
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FCoEの有効化と無効化

FCoEの有効化
Cisco MDS 9700シリーズ、MDS 9500シリーズ、およびMDS 9250iスイッチは、FCoE対応モ
ジュールがシャーシに存在する場合、FCoE機能を自動的に有効にします。CiscoMDS 9250iス
イッチには、すでに固定 FCoEポートがあります。これらの FCoEポートは、少なくとも 2つ
の電源ユニット（PSU）がオンラインの場合にのみ有効にできます。

Before you begin

VLAN 1またはネイティブ VLANでは FCoEを有効にしないでください。

Procedure

ステップ 1 configure terminal

Example:
switch# configure terminal
switch(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 (Optional) feature lacp

Example:
switch(config)# feature lacp

リンク集約制御プロトコル（LACP）機能を有効にします。この機能は、FCoE動作ではベストプラクティ
スと見なされます。

ステップ 3 system qos

Example:
switch(config)# system qos

サービスクラス（QoS）構成モードに入ります。

ステップ 4 service-policy type network-qos default policy-name

Example:

Cisco MDS 9700シリーズスイッチの場合：
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos default-nq-7e-4q8q-policy

Example:

Cisco MDS 9500シリーズスイッチの場合：
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos default-nq-7e-policy
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Example:

Cisco MDS 9250iマルチサービススイッチの場合
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos default-nq-4e-2q4q-policy

FCoEトラフィックをサポートするQoSポリシーを有効にします。policy-nameのデフォルトは、CiscoMDS
スイッチごとに異なります。

ステップ 5 (Optional) show feature

Example:
switch(config-sys-qos)# show feature

有効にされた機能に関する情報を表示します。

ステップ 6 (Optional) copy running-config startup-config

Example:
switch(config-sys-qos)# copy running-config startup-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュレーションにコピーします。

FCoEの無効化
サポートされているCiscoMDS9000シリーズスイッチでは、FCoEがデフォルトで有効になっ
ています。これらのスイッチで FCoEを無効にすることはできません。

FC-Mapの設定
このスイッチのファイバチャネルファブリックを識別するためのFC-Mapを構成することによ
り、ファブリック間の通信に伴うデータの破損を防ぐことができます。FC-Mapが設定される
と、現在のファブリックの一部ではないMACアドレスがスイッチによって廃棄されます。FCF
は、ファブリックの FC-Map値とファブリックログイン中に割り当てられたファイバチャネル
ID（FCID）で構成される CNAにファブリック提供MACアドレス（FPMA）を割り当てるこ
とができます。

ほとんどの展開では、fc-mapを変更する必要はありません。VSANから VLANへのマッピン
グを使用することを推奨します。詳細については、 FCoE VLANおよび仮想ファイバチャネル
インターフェイスの構成の章を参照してください。

Note

Procedure

ステップ 1 configure terminal
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Example:
fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 fcoe fcmap fabric-map

Example:
fcoe(config)# fcoe fcmap 0x0efc2a

グローバル FC-Mapを設定します。デフォルト値は 0x0EFC00です。範囲は 0x0EFC00～ 0x0EFCFFです。
デフォルト値にリセットするには、 no fcoe mapコマンドを使用します。

Example

次に、Cisco MDS 9700、またはMDS 9500、またはMDS 9250iスイッチでグローバル
FC-Mapを構成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcmap 0x0efc2a

ファブリックプライオリティの設定
FCoEスイッチは、そのプライオリティをアドバタイズします。ファブリック内のCNAでは、
このプライオリティを基に、接続先として最適なスイッチが決定されます。

Procedure

ステップ 1 configure terminal

Example:
fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 fcoe fcf-priority fabric-priority

Example:
fcoe(config)# fcoe fcf-priority 42

グローバルファブリックプライオリティを設定します。デフォルト値は 128です。有効な範囲は、0（高
い）～ 255（低い）です。グローバルファブリックプライオリティをデフォルト値にリセットするには、
no fcoe fcf-priorityコマンドを使用します。
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Example

次に、Cisco MDS 9700、MDS 9500、およびMDS 9250iスイッチのグローバルファブ
リックプライオリティを構成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcf-priority 42

アドバタイズメント間隔の設定
スイッチ上で、ファイバチャネルファブリックのアドバタイズメント間隔を設定できます。

Procedure

ステップ 1 configure terminal

Example:
fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 fcoe fka-adv-period interval

Example:
fcoe(config)# fcoe fka-adv-period 8
fcoe#

ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定します。デフォルト値は 8秒です。有効な範囲は 4～ 60秒
です。

Example

次に、Cisco MDS 9000スイッチのファブリックのアドバタイズメント間隔を構成する
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fka-adv-period 42

FCoEリンクの LANトラフィックの無効化
FCoEリンクの LANトラフィックを無効にできます。

Cisco MDS 9000シリーズ FCoE構成ガイド、リリース 9.x
15

FCoEを構成するためのスイッチの準備

アドバタイズメント間隔の設定



DCBXを使用すると、スイッチから、直接接続された CNAへ LAN論理リンクステータス
（LLS）メッセージを送信できます。CNAへLLSダウンメッセージを送信する場合は、shutdown
lanコマンドを入力します。このコマンドにより、インターフェイスの VLANのうち、FCoE
に対応していないすべてのVLANをダウンできます。インターフェイスのVLANのうち FCoE
に対応している VLANでは、中断されることなくそのまま SANトラフィックを伝送できま
す。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface e 2/1
switch(config-if)#

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。サ

ポートされているインターフェイスのリストを表示するには、?を使用します。

ステップ 3 shutdown lan

例：

switch(config-if)# shutdown lan

インターフェイス上のイーサネットトラフィックをシャットダウンします。インターフェイスが FCoE
VLANの一部である場合は、シャットダウンを実行しても、そのFCoEトラフィックに影響はありません。
no shutdown lanを使用して、インターフェイス上のイーサネットトラフィックを再び有効にします。

ステップ 4 （任意） show interface

例：

switch(config-if)# show interface

インターフェイスに関する情報を表示します。

ステップ 5 （任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config-if)# copy running-config startup-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュレーションにコピーします。
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FCoEのその他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

CiscoNX-OSFCoEコマンドリ
ファレンス、Nexus 7000およ
びMDS 9500

コマンドリファレンス

Cisco MDS 9000シリーズ NX
OS Quality of Service設定ガイ
ド

コンフィギュレーションガイド

Cisco MDS 9000シリーズライ
センシングガイド

Cisco NX-OSのライセンス

標準および RFC

タイトル標準/RFC

ファイバチャネルバックボーン
5

T11 FC
BB-5

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/fcoe/command/FCoE_Book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/fcoe/command/FCoE_Book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/fcoe/command/FCoE_Book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/nx-os/configuration/guides/qos/qos_cli_4_2/qos_cli_4_2_cg.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/nx-os/configuration/guides/qos/qos_cli_4_2/qos_cli_4_2_cg.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/nx-os/configuration/guides/qos/qos_cli_4_2/qos_cli_4_2_cg.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-licensing-information-listing.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-licensing-information-listing.html
http://www.cisco.com/go/mibs


テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportCiscoのサポートWebサイトでは、Ciscoの製品やテクノロジーに
関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、マ

ニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを提

供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。
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第 4 章

FCoEの VLANと仮想ファイバチャネルイ
ンターフェイスの構成

•仮想ファイバチャネル（VFC）インターフェイスに関する情報, on page 19
• FCoEのデフォルト設定（20ページ）
•注意事項と制約事項（21ページ）
•仮想インターフェイスの設定（21ページ）
•仮想ファイバチャネルインターフェイスの検証 , on page 28
•例：VSANから VLANへのマッピング （30ページ）
• FCoE設定の確認, on page 31
• FCoEのその他の関連資料（32ページ）

仮想ファイバチャネル（VFC）インターフェイスに関す
る情報

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）により、ファイバチャネルとイーサネットトラフィックの
伝送を、スイッチとサーバ間の同じ物理イーサネット接続で行うことができます。

FCoEのファイバチャネル部分は、仮想ファイバチャネルインターフェイスとして設定され
ます。論理ファイバチャネル機能（インターフェイスモードなど）は、仮想ファイバチャネ

ルインターフェイスで設定できます。

仮想ファイバチャネル（vfc）インターフェイスは、いずれかのインターフェイスにバインド
したうえで使用する必要があります。バインド先は、コンバージドネットワークアダプタ

（CNA）がスイッチに直接接続されている場合は物理イーサネットインターフェイス、CNA
が仮想ポートチャネル（vPC）を介してファイバチャネルフォワーダ（FCF）に接続されてい
る場合はポートチャネルとなります。
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VFポート
FCoEネットワークの仮想ファブリック（VF）ポートは、Nポートとして動作する周辺機器
（ホストまたはディスク）に接続するファブリックポートとして動作します。VFポートは 1
つの Nポートだけに接続できます。

VEポート
仮想拡張（VE）ポートは、FCoEネットワークで拡張ポートとして機能します。VEポートは、
ネットワーク内の複数のFCoEスイッチを接続できます。VEポートは、物理イーサネットポー
トまたはポートチャネルにバインドできます。

トラフィックは、SID、DID、および OXIDに基づいて、等コストの E_Portと VE_Port間で負
荷分散されます。VE_Portがバインドされるポートチャネルのメンバー間のトラフィックは、
SID、DID、および OXIDに基づいて負荷分散されます。

VNPポート
FCoE NPVブリッジから FCFへの接続は、ポイントツーポイントリンク上でのみサポートさ
れます。これらのリンクは、個々のイーサネットインターフェイスまたはポートチャネルイ

ンターフェイスになります。イーサネット/ポートチャネルインターフェイスに接続されたFCF
ごとに、vFCインターフェイスを作成し、バインドする必要があります。これらの vFCイン
ターフェイスは、VNPポートとして設定する必要があります。

VNPポートでは、FCoE NPVブリッジが、それぞれ固有の ENode MACアドレスを持つ複数の
FCoEノード（ENode）のあるFCoE対応ホストをエミュレートします。デフォルトでは、VNP
ポートはトランクモードでイネーブルになります。

VNPポートには、複数の VSANを設定できます。VNPポート VSANに対応する FCoE VLAN
を、バインドしたイーサネットインターフェイスに設定する必要があります。

FCoEのデフォルト設定
次の表に、FCoEパラメータのデフォルト設定を示します。

表 4 :デフォルトの FCoEパラメータ設定

デフォルトパラメータ

未インストール、無効FCoE機能

0E.FC.00FCマップ

128ファブリックの優先順位

8秒アドバタイズインターバル
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注意事項と制約事項

仮想インターフェイスの設定

VSANから VLANへのマッピング
SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチには一意の専用 VLANを設定する必要があります（VSAN 10用に VLAN
1002、VSAN 2用に VLAN 1003など）。マルチスパニングツリー（MST）を有効にした場合
は、FCoE VLANに対して別個のMSTインスタンスを使用する必要があります。

始める前に

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

• FCoEがイネーブルになっていることを確認します。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 vsan database

例：

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)#

VSANデータベース構成モードを開始します。

ステップ 3 vsan vsan-id

例：

switch(config-vsan-db)# vsan 200

VSANを定義します。VSAN番号の範囲は 1～ 4094です。

ステップ 4 vlan vlan-id

例：
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switch(config-vsan-db)# vlan 200
switch(config-vlan)#

VLANコンフィギュレーションモードを開始します。VLAN番号の有効範囲は 1～ 4,096です。

ステップ 5 fcoe [vsan vsan-id]

例：

switch(config-vlan)# fcoe vsan 200

対象のVLANのFCoEを有効にし、このVLANから、指定したVSANへのマッピングを構成します。VSAN
番号を指定しない場合は、対象の VLANから番号が同じ VSANへマッピングが作成されます。

ステップ 6 exit

例：

switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 7 （任意） show vlan fcoe

例：

switch(config-vlan)# show vlan fcoe

VLANの FCoE設定に関する情報を表示します。

ステップ 8 （任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config-vlan)# copy running-config startup-config

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーします

例

次の例は、VLAN 200を、Cisco MDS 9000シリーズスイッチの VSAN 200にマッピン
グする方法を示したものです。

switch(config)# vlan 200
switch(config-vlan)# fcoe vsan 200

仮想ファイバチャネルインターフェイスの作成

FCoEを使用するには、まず仮想ファイバチャネル（VFC）インターフェイスを作成する必要
があります。それから、FCoEを使用する前に、VFCインターフェイスを物理インターフェイ
スにバインドする必要があります。

Before you begin

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。
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• FCoEがイネーブルになっていることを確認します。

Procedure

ステップ 1 configure terminal

Example:
switch# configure terminal
switch(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 interface vfc vfc-id

Example:
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)#

仮想ファイバチャネルインターフェイスがまだ存在していない場合、それを作成し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。vfc-idの範囲は、1～ 8192です。

ステップ 3 switchport mode モード

Example:
switch(configif)# switchport mode e

仮想ファイバチャネルインタフェースの構成モードを開始します。モードは Eまたは Fです。デフォル
トは Fモードです。

ステップ 4 bind {interface {ethernet slot/port | ethernet-port-channel number}}

Example:
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

指定されたインターフェイスに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバインドします。サポートされ

ているインターフェイスとポートチャネルについては、?で確認してください。指定されたインターフェ
イスに対する仮想ファイバチャネルインターフェイスのバインドを解除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

ステップ 5 (Optional) show interface vfc

Example:
switch(config-if)# show interface vfc

仮想ファイバチャネルインターフェイスに関する情報を表示します。

ステップ 6 (Optional) copy running-config startup-config

Example:
switch(config)# copy running-config startup-config
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実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーします

Example

次の例は、イーサネットインターフェイスに仮想ファイバチャネルインターフェイ

スをバインドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを削除する方法を示したもので

す。

switch# configure terminal
switch(config)# no interface vfc 4

仮想ファイバチャネルポートチャネルインターフェイスの作成

同じインターフェイス番号を持つポートチャネルに自動的にバインドする、仮想ファイバチャ

ネルポートチャネルインターフェイスを作成できます。

始める前に

Cisco MDS 9700スイッチ、MDS 9500スイッチ、およびMDS 9250iスイッチの場合は、仮想
ファイバチャネルポートチャネルインターフェイスを作成する前に、イーサネットポートチャ

ネルインターフェイスを作成してください。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 interface vfc-port-channel int-number

例：

switch(config)# interface vfc-port-channel 2
switch(config-if)#

同じインターフェイス番号にバインドされる仮想ファイバチャネルインターフェイスがまだ存在していな

い場合、それを作成し、インターフェイス構成モードを開始します。
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int-numberの範囲は 257～ 4095です。

このインターフェイスのデフォルトのスイッチポートモードは Eです。

（注）

MDS 9710、MDS 9700、MDS 9250i以降のスイッチでは、イーサネットポートチャネルまたは 513～ 4096
のチャネルグループ ID番号のみがサポートされます。ただし、MDSイーサネットポートチャネルでは
257～ 4096の範囲の ID番号がサポートされます。

ステップ 3 switchport mode モード

例：

switch(config-if)# switchport mode e

仮想ファイバチャネルインタフェースの構成モードを開始します。モードは Eまたは Fです。デフォル
トは Fモードです。

ステップ 4 （任意） show interface vfc-port-channel int-number

例：

switch(config-if)# show interface vfc-port-channel 2

ポートチャネルインターフェイスにバインドされた仮想ファイバチャネルインターフェイスに関する情報

を表示します。

ステップ 5 （任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config
[########################################] 100%
Copy complete.

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーします

ステップ 6 （任意） show running-config interface vfcid/slot

例：

awitch# show running-config interface vfc-po540
!Command: show running-config interface vfc-po540
!Time: Fri Dec 2 15:36:07 2016

version 7.3(0)D1(1)

interface vfc-po540
bind interface ethernet-port-channel540
switchport mode E
no shutdown

仮想ファイバチャネルインターフェイスの構成情報を表示します。
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仮想ファイバチャネルインターフェイスと VSANとの関連付け
SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN1用にVLAN1002、
VSAN2用にVLAN1003など）。MSTを有効にした場合は、FCoEVLANに対して別個のMST
インスタンスを使用する必要があります。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 vsan database

例：

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)#

VSANコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 3 （任意） vsan vsan-id

例：

switch(config-vsan-db)# vsan 2

VSANを作成します。vsan-idの範囲は 1～ 4094であり、これは仮想ファイバチャネルインターフェイス
にバインドされた物理イーサネットインターフェイス上の VLANにマッピングする必要があります。

ステップ 4 次のいずれかのコマンドを入力します。

• vsan vsan-id interface vfc vfc-id
• vsan vsan-id interface vfc-port-channel vfc-id

例：

switch(config-vsan-db)# vsan 2 interface vfc 4

VSANと仮想ファイバチャネルインターフェイスまたは仮想ファイバチャネルポートチャネルの関連付け
を構成します。vsan-idの範囲は 1～ 4094であり、これは仮想ファイバチャネルインターフェイスまたは
仮想ファイバチャネルポートチャネルにバインドされた物理イーサネットインターフェイスまたはポート

チャネル上のVLANにマッピングする必要があります。vfc-idの範囲は、1～8192です。VSANと仮想ファ
イバチャネルインターフェイスまたは仮想ファイバチャネルポートチャネル間の接続の関連付けを解除す

るには、このコマンドの no形式を使用します。

ステップ 5 （任意） show vsan

例：
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switch(config-vsan-db)# show vsan

VSANに関する情報を表示します。

ステップ 6 （任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config-vsan-db)# copy running-config startup-config

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーします

例

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付ける方法を示
したものです。

switch# configure terminal

switch(config)# vsan database

switch(config-vsan-db)# vsan 2 interface vfc 4

VEループバック構成の有効化
VFIDチェックを使用して、VEリンクの両端で VSAN設定が正しいことを確認します。VE
ポートの VFIDチェックをオフにして、同じスイッチ上の VEポートとの間の VEループバッ
ク設定を許可することもできます。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

コンフィギュレーションモードに入ります。

ステップ 2 fcoe veloopback

例：

fcoe(config)# fcoe veloopback

すべての VEポートの VFIDチェックを有効にします。
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例

次に、CiscoMDS 9700またはMDS9500、またはMDS9250iスイッチのVEループバッ
クを有効にする例を示します：

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe veloopback

仮想ファイバチャネルインターフェイスの検証
仮想ファイバチャネルインターフェイスに関する構成情報を表示するには、次の操作のいずれ

かを行います：

目的コマンド

指定されたファイバチャネルインターフェイスの詳細な設定を表示

します。

show interface vfc vfc-id

すべてのインターフェイスのステータスが表示されます。show interface brief

FCoE VLANから VSANへのマッピングを表示します。show vlan fcoe

次の例は、イーサネットインターフェイスにバインドされた仮想ファイバチャネルインター

フェイスを表示する方法を示したものです。

switch# show interface vfc 3

vfc3 is up

Bound interface is Ethernet1/37

Hardware is Virtual Fibre Channel

Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f

Admin port mode is F, trunk mode is on

snmp link state traps are enabled

Port mode is F, FCID is 0x490100

Port vsan is 931

1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec

1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec

0 frames input, 0 bytes

0 discards, 0 errors

0 frames output, 0 bytes

0 discards, 0 errors

Interface last changed at Thu May 21 04:44:42 2009
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次の例は、スイッチ上のすべてのインターフェイスのステータスを表示する方法を示したもの

です（簡略化のため、出力の一部は省略）。

switch# show interface brief

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel

Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------

fc3/1 1 auto on trunking swl TE 2 --

fc3/2 1 auto on sfpAbsent -- -- --

...

fc3/8 1 auto on sfpAbsent -- -- --

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Status IP Address Speed MTU Port

Channel

-------------------------------------------------------------------------------

Ethernet1/1 hwFailure -- -- 1500 --

Ethernet1/2 hwFailure -- -- 1500 --

Ethernet1/3 up -- 10000 1500 --

...

Ethernet1/39 sfpIsAbsen -- -- 1500 --

Ethernet1/40 sfpIsAbsen -- -- 1500 --

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Status IP Address Speed MTU

-------------------------------------------------------------------------------

mgmt0 up 172.16.24.41 100 1500

-------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel

Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------

vfc 1 1 F -- down -- -- --

...

次の例は、スイッチにおける VLANと VSANとのマッピングを表示する方法を示したもので
す。

switch# show vlan fcoe

VLAN VSAN Status
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-------- -------- --------

15 15 Operational

20 20 Operational

25 25 Operational

30 30 Non-operational

例：VSANから VLANへのマッピング
次に示すのは、FCoE VLANおよび仮想ファイバチャネルインターフェイスの設定例です。

手順

ステップ 1 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。
switch(config)# vlan 200
switch(config-vlan)# fcoe vsan 200
switch(config-vlan)# exit

ステップ 2 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# spanning-tree port type edge trunk
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1,200
switch(config-if)# exit

ステップ 3 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイスにバイン
ドします。

switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

（注）

デフォルトでは、仮想ファイバチャネルインターフェイスはすべてVSAN 1上に存在します。VLANから
VSANへのマッピングを VSAN 1以外の VSANに対して行う場合は、ステップ 4へ進みます。

ステップ 4 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan)# vsan 200 interface vfc 4
switch(config-vsan)# exit

ステップ 5 （任意） VSANのメンバーシップ情報を表示します。
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switch# show vsan 200 membership
vsan 200 interfaces

vfc 4

ステップ 6 （任意）仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示します。

switch# show interface vfc 4

vfc4 is up
Bound interface is Ethernet1/4
Hardware is Virtual Fibre Channel
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
APort WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0x490100
Port vsan is 200
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
0 frames input, 0 bytes 0 discards, 0 errors
0 frames output, 0 bytes 0 discards, 0 errors
Interface last changed at Thu Mar 11 04:44:42 2010

FCoE設定の確認
FCoEの構成情報を表示するには、ストレージVDCのコンテキストで、次のうちいずれかの操
作を行います

目的コマンド

FCoEがスイッチでイネーブル
になっているかどうかを表示

します。

show fcoe

FCoEデータベースの内容を表
示します。

Note
このコマンドは、インター

フェイスが構成されている場

合に有効です。

show fcoe database

vFCインターフェイスについ
ての情報を表示します。

show interface vfc [number]
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目的コマンド

個々のインターフェイスまた

はすべてのインターフェイス

に関する FCoE設定を表示し
ます。

show interface [interface number] fcoe

次の例は、FCoE機能が有効になっているかどうかを確認する方法を示したものです。
switch# show fcoe
Global FCF details

FCF-MAC is 00:0d:ec:6d:95:00
FC-MAP is 0e:fc:00
FCF Priority is 128
FKA Advertisement period for FCF is 8 seconds

次に、FCoEデータベースを表示する例を示します。
switch# show fcoe database
------------------------------------------------------------------------------
INTERFACE FCID PORT NAME MAC ADDRESS
------------------------------------------------------------------------------
vfc3 0x490100 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8 00:c0:dd:0e:5f:76

次の例は、あるインターフェイスの FCoE設定を表示する方法を示したものです。
switch# show interface ethernet 1/37 fcoe
Ethernet1/37 is FCoE UP

vfc3 is Up
FCID is 0x490100
PWWN is 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8
MAC addr is 00:c0:dd:0e:5f:76

FCoEのその他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

CiscoNX-OSFCoEコマンドリ
ファレンス、Nexus 7000およ
びMDS 9500

コマンドリファレンス

Cisco MDS 9000シリーズ NX
OS Quality of Service設定ガイ
ド

コンフィギュレーションガイド

Cisco MDS 9000シリーズライ
センシングガイド

Cisco NX-OSのライセンス
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/fcoe/command/FCoE_Book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/fcoe/command/FCoE_Book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/fcoe/command/FCoE_Book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/nx-os/configuration/guides/qos/qos_cli_4_2/qos_cli_4_2_cg.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/nx-os/configuration/guides/qos/qos_cli_4_2/qos_cli_4_2_cg.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/nx-os/configuration/guides/qos/qos_cli_4_2/qos_cli_4_2_cg.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-licensing-information-listing.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-licensing-information-listing.html


標準および RFC

タイトル標準/RFC

ファイバチャネルバックボーン
5

T11 FC
BB-5

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportCiscoのサポートWebサイトでは、Ciscoの製品やテクノロジーに
関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、マ

ニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを提

供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


